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―
―
市
長
就
任
３
年
目
を
迎

え
ま
す
が
、
平
成
21
年
度
の

市
政
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

施
政
方
針
で
申
し
上

げ
た
４
つ
の
基
本
方
針
（
下

表
を
参
照
）
に
基
づ
き
、
市

政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す

が
、
特
に
、
不
況
が
深
刻
な

だ
け
に
、
行
政
と
し
て
総
力

を
挙
げ
て
市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
３
つ

の
改
革
は
い
か
が
で
す
か
。

市
長　
「
長
期
政
権
の
し
が

ら
み
か
ら
の
脱
却
」
で
は
、

既
に
部
長
会
の
活
性
化
や
管

理
職
の
削
減
に
取
り
組
ん
で

い
る
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん

50
年
目
の
新
た
な
第
１
歩

   　
暮
ら
し
を
支
え
る
予
算
編
成

　

市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
た
今
月
、
市
で
は
、
新
し
い
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
月
は
、
２
㌻
か
ら
９
㌻
に
わ
た
っ
て
、
新
年
度
予
算
と
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
初
め
は
、賴
髙
市
長
に
新
年
度
の
市
政
運
営
と
予
算
編
成
の
方
針
を
聞
き
ま
し
た
。

か
ら
の
「
市
長
へ
の
手
紙
」

や
職
員
と
意
見
交
換
が
で
き

る
ホ
ッ
ト
メ
ー
ル
制
度
を
創

設
し
ま
し
た
。
今
後
も
組
織

の
活
性
化
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

次
に
「
ム
ダ
づ
か
い
の
一

掃
」
と
「
大
型
開
発
の
見
直

し
」
で
は
、
蕨
駅
西
口
再
開

発
の
第
２
、
第
３
工
区
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
市
民
検
討

委
員
会
の
報
告
を
踏
ま
え

て
、
市
庁
舎
内
に
検
討
委
員

会
を
作
り
、
更
に
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
中
央
第
一

土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
区

画
整
理
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
見
直
し
、
都
市
計
画
に
よ

る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
連
続
値
上
げ
計
画
の
中

〈
特
集
〉　

新
年
度
予
算
・
事
業

止
」
で
は
、
21
年
度
は
値
上

げ
計
画
を
定
め
た
蕨
市
行
政

経
営
戦
略
プ
ラ
ン
の
最
終
年

度
と
な
り
ま
す
が
、
経
費
削

減
の
努
力
を
続
け
、
国
民
健

康
保
険
税
と
下
水
道
料
金
を

据
え
置
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
更
に
、
制
度
開
始
以
来
初

の
介
護
保
険
料
の
値
下
げ
を

行
い
ま
す
。

―
―
予
算
の
概
略
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

市
長　

予
算
総
額
は
3.8
％
増

額
の
３
８
６
億
７
１
３
６
万

７
０
０
０
円
で
す
。
ま
た
、

市
の
借
金
は
約
5.5
億
円
少
な

く
な
る
見
込
み
で
、
市
財
政

の
健
全
化
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
の
内
容
は
、
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
や
中
小
企
業
の
経

営
を
守
る
緊
急
経
済
対
策
を

図
る
ほ
か
、
防
犯
・
防
災
対

策
か
ら
市
民
参
加
ま
で
の
５

本
の
柱
で
展
開
す
る
ま
ち
づ

く
り（
５
㌻
～
９
㌻
を
参
照
）

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望

や
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
着
実
に

前
進
・
実
現
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

―
―
最
後
に
今
年
度
の
市
政

運
営
に
取
り
組
む
決
意
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

厳
し
い
と
き
こ
そ

「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
」
と

捕
ら
え
、
引
き
続
き
皆
さ
ん

と
の
直
接
の
触
れ
合
い
を
た

い
せ
つ
に
し
、
７
万
市
民
の

幸
せ
と
生
ま
れ
育
っ
た
蕨
の

発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
し

て
い
き
ま
す
。

▲今年度予算と市政運営を語る賴髙市長

１ 職員の知恵と力を尽くし、優れ
た地域力に依拠した市政運営

２ 深刻な不況から市民の暮らしと
中小企業を守る

３ マニフェストと市民要求の着実
な実現

４ 市制施行50周年の成功

４つの基本方針

　

今
年
度
の
市
政
運
営
と
予

算
は｢

広
報
蕨
・
増
刊
号
」

賴
髙
市
長
の
施
政
方
針
表
明

で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
併

せ
て
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
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２
㌻
で
賴
髙
市
長
が
お
話

し
し
ま
し
た
よ
う
に
、
平
成

21
年
度
の
蕨
市
の
総
予
算
額

は
、
３
８
６
億
７
１
３
６
万

７
０
０
０
円
で
す
。予
算
は
、

市
長
が
案
を
作
り
、
市
議
会

の
議
決
を
経
て
成
立
し
、
毎

年
４
月
か
ら
翌
年
の
３
月
ま

で
の
１
年
間
を
「
年
度
」
と

呼
び
ま
す
。

　

こ
の
予
算
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
生
活
に
い
ち
ば
ん

密
着
し
た
「
一
般
会
計
」
と

区
画
整
理
や
国
民
健
康
保
険

な
ど
の
特
定
事
業
を
行
う「
特

別
会
計
」、
そ
し
て
病
院
や

水
道
事
業
な
ど
の
「
企
業
会

計
」
の
３
つ
の
会
計
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で
は
一
般
会
計

の
概
要
か
ら
ご
説
明
し
ま
し

ょ
う
（
下
表
を
参
照
）。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
１

９
８
億
８
０
０
０
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
7.5
％
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
に
入
っ

て
く
る
お
金
、「
歳
入
」の
中

心
と
な
る
市
税
は
、
深
刻
な

経
済
不
況
を
考
え
合
わ
せ
て
、

前
年
度
よ
り
１
億
円
少
な
く

見
込
む
ほ
か
、
国
か
ら
の
地

方
譲
与
税
や
地
方
特
例
交
付

金
、更
に
は
県
か
ら
入
っ
て
く

る
各
種
交
付
金
な
ど
は
、
軒

並
み
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
に
配
分
さ
れ

る
地
方
交
付
税
は
、
雇
用
対

策
費
な
ど
が
追
加
さ
れ
増
額

に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、学
校
耐

震
化
な
ど
の
国
の
補
助
金
な

ど
が
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

使
わ
れ
る
お
金
「
歳
出
」

で
は
、
１
０
０
年
に
一
度
と

い
わ
れ
る
厳
し
い
経
済
不
況

の
な
か
、
徹
底
し
た
行
財
政

改
革
を
進
め
な
が
ら
、
皆
さ

ん
の
暮
ら
し
と
中
小
企
業
の

支
援
を
最
重
要
課
題
と
し
て
、

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
今
年
度
は
市
制

施
行
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
参

加
で
き
る
明
る
く
楽
し
い
事

業
も
行
っ
て
い
く
計
画
で
す
。

　

次
に
、
国
民
健
康
保
険
事

業
や
公
共
下
水
道
事
業
、
錦

町
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど

７
つ
の
会
計
か
ら
な
っ
て
い

る「
特
別
会
計
」の
総
額
は
、

１
４
２
億
６
３
０
０
万
円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
２

％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
事
業
と
水
道

事
業
の
２
つ
の
会
計
が
あ
る

「
企
業
会
計
」
の
総
額
は
45

億
２
８
３
６
万
７
０
０
０
円

で
、
前
年
度
よ
り
7.6
％
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

科 　目 本 年 度 前 年 度 比   較 市民１人 
当たり（円）

１世帯 
当たり（円）

市 税 11,300,000 11,400,000 △ 100,000 158,168 322,158
地 方 譲 与 税 120,000 150,000 △   30,000 1,680 3,421
利 子 割 交 付 金 30,000 50,000 △   20,000 420 855
配 当 割 交 付 金 10,000 50,000 △   40,000 140 285
株 式 等 譲 渡 所 
得 割 交 付 金 5,000 40,000 △   35,000 70 142

地 方 消 費 税 
交 付 金 500,000 560,000 △   60,000 6,999 14,255

自 動 車 取 得 税 
交 付 金 50,000 110,000 △   60,000 700 1,425

地方特例交付金 101,000 114,000 △   13,000 1,414 2,879
地 方 交 付 税 600,000 500,000 100,000 8,398 17,106
交 通 安 全 対 策 
特 別 交 付 金 11,000 11,000 0 154 313

分 担 金 及 び 
負 担 金 171,408 157,023 14,385 2,399 4,887

使 用 料 及 び 
手 数 料 257,563 258,474 △   911 3,605 7,343

国 庫 支 出 金 2,600,381 2,020,317 580,064 36,398 74,136
県 支 出 金 925,294 786,827 138,467 12,951 26,380
財 産 収 入 64,701 81,443 △   16,742 906 1,845
寄 附 金 200 200 0 3 6
繰 入 金 831,969 414,984 416,985 11,645 23,719
繰 越 金 150,000 150,000 0 2,099 4,276
諸 収 入 1,129,484 973,761 155,723 15,810 32,201
市 債 1,022,000 670,900 351,100 14,305 29,137
合　　　　 計 19,880,000 18,498,929 1,381,071 278,264 566,769
各表は、平成21年度の一般会計、特別会計、企業会計とその総合表です。
一般会計では、市民１人当たりと１世帯当たりも換算してあります。

科　　目 本　年　度 前　年　度 比　　較 市民１人 
当たり（円）

１世帯 
当たり（円）

議 会 費 231,352 230,177 1,175 3,238 6,596

総 務 費 2,466,763 2,358,995 107,768 34,528 70,326

民 生 費 7,264,454 6,801,722 462,732 101,682 207,106

衛 生 費 1,760,630 1,778,026 △  17,396 24,644 50,195

労 働 費 95,892 95,849 43 1,342 2,734

農林水産業費 6,940 10,457 △    3,517 97 198

商 工 費 262,701 252,484 10,217 3,677 7,490

土 木 費 3,288,205 2,574,887 713,318 46,026 93,745

消 防 費 793,988 808,430 △  14,442 11,114 22,636

教 育 費 2,088,985 1,980,481 108,504 29,240 59,556

公 債 費 1,455,455 1,448,065 7,390 20,372 41,494

諸 支 出 金 134,635 129,356 5,279 1,884 3,838

予 備 費 30,000 30,000 0 420 855

合 計 19,880,000 18,498,929 1,381,071 278,264 566,769

平成21年１月１日現在の人口71,443人　世帯35,076で計算しています。

会　　　計　　　名 本 年 度 前 年 度 伸び率

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 7,117,000 6,563,000 8.4 

老 人 保 健 医 療 特 別 会 計 20,000 424,000 △   95.3 

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,778,000 2,136,000 △   16.8 

錦 町 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計 1,243,000 1,161,000 7.1 

中央第一土地区画整理事業特別会計 21,000 108,000 △   80.6 

介 護 保 険 特 別 会 計 3,434,000 3,414,000 0.6 

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 650,000 751,000 △   13.4 

合　　　　　　　　　計 14,263,000 14,557,000 △      2.0 

会　計　名 予算科目 本  年  度 前  年  度 伸 び 率

病 院 事 業 会 計 収益的支出 3,127,439 2,930,125 6.7 
水 道 事 業 会 計 収益的支出 1,400,928 1,279,905 9.5 

合　　　計 4,528,367 4,210,030 7.6 

会　計　名 本  年  度 前  年  度 伸 び 率
一 般 会 計 19,880,000 18,498,929 7.5 
特 別 会 計 14,263,000 14,557,000 △      2.0 
企 業 会 計 4,528,367 4,210,030 7.6 

合　　　　　　計 38,671,367 37,265,959 3.8

■一般会計（歳入） ■一般会計（歳出） 単位＝千円

■特別会計 単位＝千円、％ ■企業会計 単位＝千円、％

■総合計 単位＝千円、％

■ひとり親家庭のためのパソコン教室（エクセル基礎）／25日・26日 午前９時半 大宮情報文化センター 母子家庭の母25人 800円 往復はがき→

単位＝千円

一
般
会
計
の
予
算
総
額

１
９
８
億
８
０
０
０
万
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一
般
会
計
予
算
を
「
市
民

１
人
当
た
り
が
負
担
す
る
税

金
の
額
」
と
「
市
民
１
人
に

使
わ
れ
る
お
金
」
が
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
本

年
１
月
１
日
現
在
の
人
口
７

万
１
４
４
３
人
を
基
に
計
算

し
た
も
の
が
下
の
図
で
す
。

　

ま
ず
、
市
民
１
人
が
負
担

す
る
市
税
の
総
額
は
15
万
８

使
わ
れ
る
お
金
第
１
位

福
祉
や
育
児
の
民
生
費

　

金
額
が
大
き
す
ぎ
る
予
算
額

は
分
か
り
づ
ら
い
も
の
。
そ
こ

で
一
般
会
計
に
絞
り
、
市
民
１

人
当
た
り
に
換
算
し
、
身
近
な

金
額
で
予
算
を
ご
説
明
し
ま
す
。

１
６
８
円
で
、
前
年
度
よ
り

約
２
１
０
０
円
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。市
税
の
内
訳
は
、

市
民
の
皆
さ
ん（
法
人
含
む
）

が
、
所
得
な
ど
に
応
じ
て
納

め
て
い
た
だ
く
市
民
税
が
７

万
７
２
８
３
円
、
固
定
資
産

税
が
５
万
９
３
０
７
円
で
、

２
つ
合
わ
せ
て
市
税
の
約
９

割
に
当
た
り
ま
す
。

　

一
方
、
市
民
１
人
に
使
わ

れ
る
市
の
お
金
は
、
前
年
度

と
比
較
し
て
、
１
万
８
２
０

７
円
多
い
、
27
万
８
２
６
４

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
主
な
内
訳
は
、
歳
出

全
体
の
約
37
％
を
占
め
る
民

生
費
が
10
万
１
６
８
２
円
で
、

12
年
連
続
で
い
ち
ば
ん
多
く

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
留
守
家
庭
児
童
指
導
室

の
増
設
や
延
長
保
育
の
拡
充

を
は
じ
め
、
高
齢
者
や
体
の

不
自
由
な
人
た
ち
へ
の
医
療

や
福
祉
な
ど
の
充
実
を
い
っ

そ
う
進
め
て
い
く
事
業
内
容

市
民
１
人
に
使
わ
れ
る

お
金
27
万
８
２
６
４
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
い
で
、
道
路
や
公
園
、

市
営
住
宅
、
区
画
整
理
事
業

な
ど
に
要
す
る
土
木
費
の
４

万
６
０
２
６
円
で
、
歳
出
の

約
17
％
に
当
た
り
ま
す
。
今

年
度
は
、
錦
町
区
画
整
理
の

充
実
や
蕨
駅
西
口
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
整
備
す
る
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

３
番
目
に
多
い
の
が
総
務

費
の
３
万
４
５
２
８
円
で
、

歳
出
の
約
12
％
に
当
た
り
ま

す
。
今
年
度
は
、
防
犯
灯
の

設
置
拡
大
を
は
じ
め
、
市
民

相
談
や
交
通
安
全
対
策
の
充

実
の
ほ
か
、
市
制
施
行
50
周

年
に
関
連
す
る
経
費
や
行
政

評
価
制
度
の
実
施
経
費
な
ど

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
３
つ
の
項
目
で
、
歳

出
の
約
７
割
に
な
り
ま
す
。

歳
出

歳
入

5.7%

5.1%

4.7%

4.2%
3.0%

16.5%

10.5%

8.9%

7.3%

36.5%

12.4%

4.0%

1.3%
1.2% 0.7%

0.7%

平成21年度一般会計歳入歳出予算構成比

労働費ほか

1,859円

諸支出金

1,884円

議 会 費

3,238円

商 工 費

3,677円

消 防 費

11,114円

公 債 費

20,372円

衛 生 費

24,644円

教 育 費

29,240円

総 務 費

34,528円

土 木 費

46,026円

民 生 費

101,682円

歳出総額
１人当たり

278,264円

市
民
１
人
に
使
わ

れ
る
市
の
お
金

軽自動車税

382円

市たばこ税

6,999円

都市計画税

14,197円

固定資産税

59,307円

市 民 税

77,283円

市税総額
１人当たり

158,168円

市
民
１
人
が
負
担

す
る
税
金

〈
特
集
〉　

新
年
度
予
算
・
事
業

→が借りられます 貸し出しは番組放送終了の翌日からになります ご依頼お待ちしています 問い合わせ・申し込み＝秘書広報課（☎433・7703）

市民公園で休日を楽しむ家族
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市
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
全

で
安
心
に
暮
ら
せ
る
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る

た
め
、
今
年
度
も
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
１
つ
は
、
防
犯
対
策

で
す
。４
年
間
で
３
０
０
基
、

年
間
75
基
の
防
犯
灯
の
設
置

は
、
平
成
21
年
３
月
18
日
現

在
で
は
、
既
に
２
０
７
基
の

防
犯
灯
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
５
４
２
万
円

を
計
上
し
、
引
き
続
き
設
置

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
町
会

や
市
民
の
皆
さ
ん
が
行
っ
て

い
る
防
犯
活
動
を
応
援
す
る

た
め
、
防
犯
ジ
ャ
ン
パ
ー
や

反
射
ベ
ス
ト
な
ど
の
物
品
購

入
費
の
３
分
の
２
補
助
制
度

（
上
限
あ
り
）
も
１
７
５
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
新
た
に
蕨
市
防
犯

計
画
を
策
定
す
る
な
ど
し
て
、

犯
罪
の
発
生
を
い
っ
そ
う
減

ら
し
て
い
き
ま
す
。

安
全
広
が
る
防
犯
対
策

皆
さ
ん
の
活
動
を
応
援

①昨年錦町地区で開催した地震ハ
ザードマップ作り②夜の防犯パト
ロールをする塚越3丁目町会の皆さん
③南小・塚小・一中で行う耐震化工事

（写真は昨年の中東小耐震化工事）

一
般
会
計
予
算（
主
な
事
業
）

議
会
費

新

市
議
会
50
周
年
誌

１
、３
８
６

総　　　務　　　費

市
庁
舎
改
修
工
事

３
、２
９
０

国
際
交
流
事
業

４
、１
０
０

50
交
流
都
市
外
国
人
受
け
入
れ
事
業

１
、４
７
０

新

防
犯
計
画
策
定
事
業

８
４

◎
防
犯
灯
設
置
等
工
事

５
、４
２
０

◎
自
主
防
犯
組
織
活
動
物
品
購
入
費
補
助
金

１
、７
５
０

50
市
制
施
行
50
周
年
記
念
誌

１
、４
９
１

番
組
制
作
委
託
料

２
４
、３
２
５

県
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
事
業
負
担
金

１
、０
０
１

拡

行
政
評
価
制
度
研
修

５
０
０

新

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
障
害
調
査
委
託
料

４
、４
５
３

50
市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業

１
７
、１
８
３

県
市
町
村
電
子
申
請
共
同
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
務
等
委
託
料

１
、９
６
６

新

年
金
・
労
働
相
談
社
会
保
険
労
務
士
謝
礼

３
６

新

行
政
書
士
相
談
謝
礼

３
６

新

多
重
債
務
相
談
弁
護
士
謝
礼

７
５
６

50
女
性
議
会

５
０

町
会
補
助
金

１
０
、２
５
２

町
会
街
灯
電
気
料
補
助
金

９
、５
８
７

町
会
街
灯
維
持
管
理
費
補
助
金

２
、９
７
９

安
全
安
心
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

１
７
、０
０
０

交
通
安
全
施
設
整
備
工
事

１
１
、２
５
０

交
通
事
故
多
発
地
区
整
備
工
事

１
、０
０
０

駅
前
自
転
車
等
対
策
業
務
委
託
料

４
４
、０
６
３

50
市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
及
び
乗
車
１
０
０
万
人
突
破
記
念
事
業

１
、４
７
２

拡

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
業
務
補
助
金
（
１
台
は
更
新
）

４
２
、９
１
６

市
民
会
館
指
定
管
理
料

７
２
、７
９
７

市
民
会
館
改
修
工
事

４
、０
９
０

市
民
税
等
の
電
子
申
告
対
応

３
、４
４
４

コ
ン
ビ
ニ
収
納
取
扱
手
数
料
等

２
、５
２
６

拡

滞
納
対
策
の
強
化
（
差
し
押
さ
え
等
）

１
８
４

新

納
税
推
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

５
４

新

国
民
投
票
に
係
る
シ
ス
テ
ム
整
備

７
、５
４
１

民
生
費

◇
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

７
８
、０
０
０

新
＝
新
規
事
業　

拡
＝
拡
充
事
業　

◇
Ｈ
21
年
戦
略
プ
ラ
ン
項
目　

◎
＝
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
項
目　

50
＝
市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業     

単
位
＝
千
円

６
ペ
ー
ジ
ヘ
続
く

豊
か
な
生
活
は
ぐ
く
む

あ
っ
た
か
市
政
５
本
柱

　

こ
こ
５
㌻
か
ら
９
㌻
ま
で
は
、

５
つ
の
重
点
施
策
の
主
な
事
業

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
と

一
体
で
、
日
本
一
市
民
に
あ
っ

た
か
い
市
政
を
推
進
し
ま
す
。

〈
特
集
〉　

新
年
度
予
算
・
事
業

■テレビ広報｢ハローわらび｣が借りられます／ケーブルテレビ９チャンネルで放送している行政広報番組｢ハローわらび｣のビデオ・ＤＶＤ→

　

次
に
防
災
対
策
で
す
。
学

校
施
設
は
災
害
発
生
時
に
地

域
住
民
の
避
難
場
所
に
も
な

る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
今
年
度
、
２

億
８
２
１
２
万
７
０
０
０
円

を
計
上
し
小
・
中
学
校
の
耐

震
化
を
図
り
ま
す
、
南
小
学

校
旧
校
舎
（
２
１
４
２
平
方

㍍
）
と
塚
越
小
学
校
（
３
７

４
９
平
方
㍍
）、
そ
し
て
第

災
害
か
ら
地
域
を
守
り

エ
コ
で
ま
ち
に
花
開
く

１

２

３

１　
安
全
・
安
心
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り



【　　】6

一
中
学
校
Ｂ
棟
（
３
６
４
０

平
方
㍍
）で
、工
事
内
容
は
鉄

骨
ブ
レ
ー
ス
（
筋
か
い
）
や

耐
震
壁
の
設
置
と
柱
の
補
強

な
ど
を
行
い
、
時
期
は
夏
休

み
の
期
間
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ（
予
測
図
）を
作
成
す

る
と
と
も
に
、
大
雨
な
ど
に

よ
る
浸
水
被
害
を
防
ぐ
調
整

池
設
置
の
検
討
を
進
め
、
水

害
対
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
清
掃
事
業
な
ど
を
運
営

す
る
蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー

で
、
今
年
度
、
生
ご
み
を
堆た

い

肥
化
し
て
花
を
育
て
る
「
リ

サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
」
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、

生
ご
み
と
交
換
で
花
を
お
渡

し
す
る
し
く
み
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
会
や

各
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
の
皆
さ

ん
な
ど
と
協
力
し
て
、
環
境

に
優
し
く
、
花
で
心
も
温
か

く
な
る
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
、

育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
と
、

文
化
を
は
ぐ
く
み
、
豊
か
な

教
育
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

　

子
ど
も
が
入
院
や
通
院
し

た
と
き
、
医
療
保
険
で
医
療

を
受
け
た
場
合
の
医
療
費
の

自
己
負
担
分
を
助
成
す
る

「
こ
ど
も
医
療
費
無
料
化
制

度
」
は
、
通
院
無
料
化
の
対

象
を
小
学
校
卒
業
前
ま
で
拡

大
し
ま
す
。
実
施
時
期
は
10

月
の
予
定
で
、
経
費
は
１
億

４
２
２
２
万
５
０
０
０
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
入
院
に
つ

い
て
は
前
年
度
と
同
様
、
中

学
校
修
了
前
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
妊
産
婦
健
診
も
今

月
か
ら
14
回
す
べ
て
の
無
料

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

①対象年齢を拡大するこども医療費無料化制
度②土曜の午後５時まで延長保育のさくら保
育園③北小内に増える留守家庭児童指導室

こ
ど
も
医
療
費
無
料
化

通
院
対
象
年
齢
を
拡
大

民　　　生　　　費

市
民
葬
（
委
託
料
・
式
場
使
用
料
）

４
０
、１
７
６

自
立
支
援
給
付
費

３
２
４
、６
１
０

地
域
生
活
支
援
事
業

４
３
、５
８
９

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委
託
料

５
、７
８
３

紙
お
む
つ
給
付
費
（
障
害
者
）

３
、３
２
７

福
祉
タ
ク
シ
ー
給
付
費

４
、９
２
９

福
祉
自
動
車
燃
料
給
付
費

２
、１
６
０

障
害
者
通
所
施
設
利
用
者
負
担
軽
減
補
助
金

４
、４
４
０

在
宅
重
度
障
害
者
手
当

６
５
、２
８
０

自
立
支
援
医
療
費

９
０
、０
０
０

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
費

１
１
０
、５
９
１

あ
す
な
ろ
学
園
運
営
費
負
担
金

１
６
、５
９
９

特
別
支
援
学
校
等
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
金

４
、４
２
２

心
身
障
害
者
地
域
デ
イ
ケ
ア
事
業
補
助
金

１
７
、１
６
２

生
活
ホ
ー
ム
事
業
補
助
金

１
０
、５
１
２

重
度
知
的
障
害
者
通
所
施
設
補
助
金

５
、７
６
０

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ド
リ
ー
マ
松
原
指
定
管
理
料

３
３
、８
１
９

知
的
障
害
者
更
生
施
設
ハ
ー
ト
松
原
指
定
管
理
料

９
、７
０
１

知
的
障
害
者
授
産
施
設
レ
イ
ン
ボ
ー
松
原
指
定
管
理
料

６
、２
９
１

敬
老
祝
金

５
０
、４
６
０

福
祉
入
浴
委
託
料

１
７
、４
７
２

訪
問
理
美
容
・
福
祉
理
美
容
委
託
料

１
２
、８
９
３

紙
お
む
つ
給
付
費
（
高
齢
者
）

９
、５
２
２

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
軽
減
助
成
金

１
８
、３
９
２

24
時
間
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料

１
４
、２
７
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
金

１
９
、０
０
０

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
委
託
料

１
２
、０
３
１

新

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
設
置（
け
や
き
荘
）

３
０
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
け
や
き
荘
改
修
工
事

３
、１
７
０

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
料

２
２
、４
５
４

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ハ
ウ
ス
松
原
指
定
管
理
料

２
８
、６
６
０

老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
料

２
７
、５
４
４

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

７
、２
８
０

介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
委
託
料

３
、５
０
５

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
、０
７
０
、４
４
７

老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

１
３
、２
９
４

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

５
３
８
、７
８
９

後
期
高
齢
者
医
療
療
養
給
付
費
負
担
金

３
７
５
、５
４
３

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

１
１
６
、８
９
３

後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
等
受
診
費
補
助
金

３
、１
５
０

■㈳蕨市シルバー人材センター会員募集／健康で働く意欲と体力のある60歳以上の人　問い合わせ＝同センター（中央1-30-2・☎433・0962）

19
時
ま
で
の
延
長
保
育

市
内
全
５
園
で
実
施
へ

　

保
育
園
の
延
長
保
育
を
希

望
す
る
声
を
基
に
、
さ
つ
き

保
育
園
と
み
ど
り
保
育
園
で

も
午
後
７
時
ま
で
、
保
育
時

間
を
延
長
し
ま
す
。
経
費
は

２
８
５
２
万
９
０
０
０
円
を

計
上
し
、
市
内
に
あ
る
全
５

園
で
延
長
保
育
を
実
施
し
ま

す
。
更
に
、
中
央
２
丁
目
に

あ
る
さ
く
ら
保
育
園
で
は
、

土
曜
日
の
保
育
時
間
を
午
後

５
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　

私
立
幼
稚
園
へ
お
子
さ
ん

を
通
園
さ
せ
て
い
る
保
護
者

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

幼
稚
園
児
補
助
金
も
増
額
し

ま
す
。
対
象
は
５
歳
児
で
、

１

３

２ ２　
子
育
て
支
援
・
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
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６
０
０
０
円
増
額
の
３
万
４

０
０
０
円
に
引
き
上
げ
、
幼

児
教
育
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
小
学
１
年
生

か
ら
４
年
生
ま
で
の
児
童
が

対
象
の
留
守
家
庭
児
童
指
導

室
を
新
た
に
整
備
し
ま
す
。

整
備
す
る
の
は
、
北
町
地
区

の
北
小
学
校
内
で
、
こ
の
事

業
全
体
で
４
６
６
３
万
４
０

０
０
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

更
に
、小
学
校
３
、４
年
生
を

対
象
に
35
人
学
級
を
22
年
度

か
ら
実
施
す
る
た
め
、
教
員

募
集
を
行
う
な
ど
、
学
校
教

育
の
充
実
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
健
康

に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
思
い

に
、
今
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
で
お
こ
た
え
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
行
し
た
75
歳
以

上
の
人
を
対
象
と
す
る
宿
泊

費
補
助
制
度
を
今
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。ま
た
、介
護

保
険
料
は
今
年
度
、
保
険
料

の
基
準
額
を
３
９
５
０
円
か

ら
３
９
０
０
円
と
、
制
度
開

始
以
来
、
初
め
て
引
き
下
げ

ま
す
。こ
れ
に
は
特
定
の
目
的

の
た
め
に
積
み
立
て
た
基
金

な
ど
を
活
用
し
実
施
し
ま
す
。

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
更
新
す
る
と
き
に
必
要

な
医
師
の
診
断
書
料
に
対
し

て
は
、
１
件
に
つ
き
５
０
０

０
円
を
上
限
に
助
成
す
る
制

度
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

重
度
障
害
者
医
療
費
の
窓
口

払
い
の
廃
止
は
、
対
象
を
国

民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保

険
に
も
拡
大
を
図
り
ま
す
。

75
歳
以
上
の
人
が
対
象

宿
泊
費
補
助
制
度
開
始

①
経
営
改
革
が
進
む
市
立
病
院
②
合

併
で
充
実
す
る
福
祉
③
今
年
度
整
備

す
る
駅
西
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
④
宿
泊

費
補
助
制
度
の
申
請
は
医
療
保
険
課
へ

民　　　生　　　費
新

後
期
高
齢
者
保
養
施
設
宿
泊
利
用
助
成
金

７
５
０

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定
事
業

２
、８
４
６

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
委
託
料

６
、７
１
３

拡
◎
こ
ど
も
医
療
給
付
費

１
４
２
、２
２
５

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
給
付
費

１
４
、９
１
０

児
童
手
当

４
１
０
、２
２
０

児
童
扶
養
手
当

１
８
１
、９
７
４

拡

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
費

１
、４
８
６

拡

留
守
家
庭
児
童
保
育
事
業

４
０
、９
９
４

新

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
設
置（
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
）

１
、４
０
２

留
守
家
庭
児
童
指
導
室
整
備
工
事（
北
町
地
区
）

５
、６
４
０

児
童
相
談
事
業

２
、６
２
７

家
庭
保
育
室
委
託
料

３
７
、５
７
６

一
時
的
保
育
事
業

１
２
、９
６
８

拡
◎
延
長
保
育
事
業

２
８
、５
２
９

新

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
設
置（
保
育
園
）

１
、３
７
９

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

２
、６
９
５

保
育
園
改
修
工
事

５
、５
４
０

拡

生
活
保
護
自
立
支
援
相
談
員　

２
、９
３
４

生
活
保
護
費

１
、８
７
０
、３
１
８

在
宅
当
番
医
制
運
営
委
託
料

４
、０
４
４

衛　　　生　　　費

病
院
群
輪
番
制
病
院
等
運
営
費
負
担
金

１
８
、４
１
８

休
日
・
平
日
夜
間
急
患
診
療
所
運
営
費
補
助
金

１
８
、０
０
０

健
康
教
育
事
業

１
、２
１
８

拡

健
康
づ
く
り
事
業
委
託
料

７
０
０

健
康
診
査
委
託
料

９
、１
２
２

が
ん
検
診
等
委
託
料

５
２
、６
５
５

予
防
接
種
委
託
料

６
６
、９
４
４

歯
周
疾
患
検
診
委
託
料

３
、０
２
７

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
委
託
料

１
、６
０
７

新
生
児
妊
産
婦
訪
問
指
導
委
託
料

１
、６
０
０

妊
婦
一
般
健
康
診
査
委
託
料

２
６
、１
５
６

拡

幼
児
・
親
子
教
室　

助
手
手
当

４
３
２

環
境
調
査
委
託
料

１
、６
８
２

総
合
健
康
診
査
委
託
料

５
４
、６
０
０

自
立
支
援
給
付
費

１
６
、２
４
９

拡

精
神
障
害
者
自
己
負
担
助
成
金

１
、０
０
０

在
宅
重
度
障
害
者
手
当

５
、５
２
０

小
規
模
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
費
等
補
助
金

８
、１
３
０

蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
負
担
金

６
６
７
、２
９
６

８
ペ
ー
ジ
ヘ
続
く

■『広報蕨』３月号本紙２㌻でご紹介した土肥仁美さんの肩書きを誤った表記で掲載 正しくは介護支援専門員です おわびして訂正いたします

駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備

今
年
度
設
置
は
西
口
に

　

小
さ
な
子
ど
も
を
お
持
ち

の
人
や
高
齢
者
、
体
の
不
自

由
な
人
も
社
会
参
加
し
や
す

く
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
よ
う
、
蕨
駅
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
が
い
よ
い

よ
始
ま
り
ま
す
。今
年
度
は
、

西
口
の
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
付

近
を
市
が
７
０
０
０
万
円
で

整
備
し
、
駅
構
内
は
Ｊ
Ｒ
が

行
い
ま
す
。
市
が
設
置
す
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
11
人
乗
り

で
、
乗
り
込
ん
だ
向
き
の
ま

ま
降
り
ら
れ
る
貫
通
２
方
向

出
入
口
タ
イ
プ
で
す
。

　

一
方
、地
域
医
療
を
支
え
、

市
内
で
唯
一
の
分
娩
施
設
の

市
立
病
院
は
、
17
年
度
か
ら

２

１

３

４

３　

だ
れ
も
が
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
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経
営
赤
字
が
続
い
て
い
ま
す
。

市
か
ら
は
国
の
基
準
に
基
づ

い
た
繰
入
額
２
億
５
０
０
０

万
円
を
負
担
し
、救
急
医
療
の

充
実
と
医
師
確
保
な
ど
、
経

営
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
の
地
域
福
祉
事
業
を
担

う
蕨
市
社
会
福
祉
協
議
会

と
、高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
行
う
蕨
市
社

会
福
祉
事
業
団
が
、
市
の
戦

略
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
今
月
合

併
し
ま
し
た
。今
後
は
よ
り
充

実
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

経
営
の
合
理
化
を
図
り
ま
す
。

元
気
な
商
店
街
づ
く
り

２
つ
の
部
会
で
進
展
へ

　

活
気
あ
ふ
れ
る
商
店
街
は
、

ま
ち
の
魅
力
に
欠
か
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
商
店
会
を
は
じ
め
、

消
費
者
や
事
業
者
、
学
識
経

験
者
な
ど
、
18
人
の
委
員
か

ら
な
る
「
元
気
な
商
店
街
づ

く
り
検
討
委
員
会
」
を
昨
年

５
月
に
発
足
。
現
在
は
、「
空

き
店
舗
の
活
用
」と「
歴
史
・

文
化
」
を
活
用
し
た
活
性
化

と
い
う
２
つ
の
テ
ー
マ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
分
科
会
の
中
間
報

告
を
今
年
度
の
早
い
時
期
に

ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

を
基
に
具
体
的
な
方
策
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

更
に
、
新
た
な
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
の
策
定

や
市
内
の
商
業
者
を
対
象
に

し
た
、
商
業
振
興
と
地
域
貢

献
の
基
礎
的
な
事
項
を
定
め

る
蕨
市
商
業
振
興
条
例
の
策

定
も
図
り
ま
す
。

衛生費

塵
芥
処
理
事
業

３
０
１
、４
２
２

市
立
病
院
事
業
会
計
負
担
金

２
５
０
、０
０
０

労
働
費

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
預
託
金

９
０
、０
０
０

商　　工　　費
新

商
業
者
等
地
域
貢
献
協
議
会

９
３

◎
蕨
市
元
気
な
商
店
街
づ
く
り
検
討
委
員
会

７
２
０

小
規
模
企
業
指
導
相
談
事
業
補
助
金

４
、０
０
０

商
店
街
活
性
化
事
業
費
補
助
金

４
、７
６
０

拡
50
観
光
行
事
委
託
料

１
３
、６
０
０

拡

観
光
協
会
補
助
金

１
、９
０
０

新

小
口
事
業
資
金
融
資
等
利
子
補
給
金

１
、８
０
０

中
小
企
業
経
営
合
理
化
資
金
融
資
預
託
金

７
０
、０
０
０

小
口
事
業
資
金
融
資
預
託
金

１
０
０
、０
０
０

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
委
託
料

５
、１
３
５

消
費
生
活
相
談

４
、１
２
４

土　　木　　費
新
◎
蕨
駅（
改
札
内
）エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
補
助
金

３
０
、０
０
０

拡

環
境
整
備
委
託
料

２
２
、０
０
０

舗
装
道
補
修
工
事

２
８
、３
３
０

跨
線
道
路
橋
補
修
工
事

１
１
０
、０
０
０

◎
蕨
駅
西
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事

７
０
、０
０
０

◎
中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
見
直
し
委
託
料

１
６
、０
６
５

◎
駅
西
口
地
区
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
委
託
料

３
、４
６
５

駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
補
助
金
９
１
３
、８
０
０

県
道
整
備
工
事
負
担
金

６
、５
４
０

錦
町
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

８
３
０
、３
９
０

中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

２
０
、８
９
８

◎
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

８
３
４
、４
７
６

新

錦
町
７
号
公
園
整
備
工
事
設
計
委
託
料

６
、３
３
４

公
園
等
整
備
工
事

１
５
、０
０
０

消防費

消
防
庁
舎
等
改
修
工
事

１
１
、９
０
０

災
害
対
策
用
備
蓄
品
費

２
、７
７
９

緊
急
防
災
情
報
放
送
委
託
料

２
、９
６
１

新

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
委
託
料

７
、０
５
６

防
災
施
設
整
備
工
事

２
、３
９
０

新

災
害
時
緊
急
連
絡
用
優
先
携
帯
電
話

１
０
１

教育費

ス
ク
ー
ル
支
援
員

６
、４
７
４

特
別
支
援
教
育
支
援
員

３
、７
７
７

新

日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
謝
礼

３
０
０

50
中
学
生
の
主
張

１
３
０

拡

通
級
指
導
教
室
（
こ
と
ば
の
教
室
）

９
４
１

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
委
託
料

３
、０
０
０

予
算
・
事
業
に

ひ
と
言

→請書請求｣ と書き切手140円分をはった返信用封筒を入れ27日までに㈳調理技術技能センター（中央区日本橋堀留町2-8-5 ☎03・3667・1867）

①
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）が
設

置
さ
れ
る
蕨
銀
座
商
店
街
②
防
犯
カ
メ

ラ
が
設
置
さ
れ
る
塚
越
商
店
街
は
商
店

街
活
性
化
事
業
補
助
金
が
活
用
さ
れ
ま
す

融
資
で
中
小
企
業
支
援

景
気
対
策
は
商
品
券
で

　

一
方
、
深
刻
な
経
済
危
機

か
ら
中
小
企
業
の
経
営
を
守

る
た
め
、
今
年
度
に
限
り
、

中
小
企
業
向
け
融
資
の
利
子

４　
元
気
な
商
店
街・元
気
な
蕨
づ
く
り

塚越 3 丁目

阿
あ

部
べ

　清
きよ

枝
え

さん

北町５丁目

染
そめ

井
い

　孝
たか

文
ふみ

さん

　「自分たちでできること
は自分たちで」と、防犯パト
ロールを始めて10年、皆さ
んからの｢ありがとう｣が励
みです。市も財政が厳しい
なか、活動を支援していただ
けるのは誇りが持てます。

見守り続ける地域の力
　幼い子どもは、病気やけ
がをしがちです。自宅近く
に市立病院があるのは心強
いのですが、社会不況が長
引く今こそ、こども医療費
無料化制度がより充実する
ことにも期待したいですね。

うれしい対象年齢拡大

南町３丁目

杉
すぎ

山
やま

　忠
ただし

さん

２

１
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分
、1.8
％
を
市
が
補
助
し
、無

利
子
融
資
制
度
を
行
う
た
め
、

１
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

景
気
対
策
と
し
て
は
、
蕨

市
商
店
街
連
合
会
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
ら
れ
る
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
に
対

す
る
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
塚
越
商
店
会

の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
や
、

蕨
銀
座
商
店
街
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

設
置
費
用
、
蕨
市
の
Ｂ
級
グ

ル
メ
で
お
な
じ
み
の
「
和わ

楽ら

備び

茶
漬
け
」
の
開
発
促
進
費

な
ど
に
対
し
、
計
４
７
６
万

円
の
補
助
を
行
い
、商
工
業
活

性
化
支
援
事
業
を
図
り
ま
す
。

　

７
万
市
民
の
幸
せ
を
実
現

す
る
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
体
と
な
る
市
政
運
営
が

た
い
せ
つ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
駅
西
口
再
開
発

事
業
の
見
直
し
や
市
の
総
合

振
興
計
画
の
見
直
し
な
ど
、

重
要
な
課
題
に
つ
い
て
ご
意

見
を
お
聴
き
す
る
委
員
会
や

懇
談
会
を
設
け
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
更
に
「
錦
町
７

号
公
園
」の
設
計
な
ど
、皆
さ

ん
と
市
政
を
進
め
て
い
く
機

会
を
た
い
せ
つ
に
し
て
い
き

ま
す
。ま
た
、市
長
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
も
開
催
し
ま
す

（
左
図
を
参
照
）。市
が
直
面
し

て
い
る
課
題
な
ど
を
皆
さ
ん

と
考
え
る
こ
と
で
、日
本
で
い

ち
ば
ん
市
民
に
あ
っ
た
か
い

市
政
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
で
支
え
る

市
民
の
あ
っ
た
か
市
政

心
の
観
劇
事
業
委
託
料

１
、０
８
０

外
国
人
英
語
指
導
助
手
派
遣
委
託
料

１
４
、５
０
７

◎
35
人
学
級
に
向
け
た
教
員
採
用
試
験

９
２

教　　　　　育　　　　　費

さ
わ
や
か
相
談
事
業

６
、３
３
４

幼
稚
園
就
園
奨
励
費

６
２
、５
６
７

拡
◎
幼
稚
園
児
補
助
金

１
３
、４
２
２

小
学
校
警
備
委
託
料

４
、６
４
７

小
学
校
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
委
託
料

７
、２
１
３

小
学
校
校
舎
等
改
修
工
事

３
３
、１
１
０

◎
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
事
業

１
３
３
、３
３
９

中
学
校
校
舎
等
改
修
工
事

６
、６
０
０

◎
中
学
校
校
舎
耐
震
補
強
事
業

１
７
０
、１
９
５

入
学
資
金

１
１
、４
０
０

奨
学
金

９
、６
０
０

児
童
・
生
徒
用
教
材
教
具
・
備
品

２
２
、７
８
３

拡

児
童
・
生
徒
用
図
書

３
、０
０
０

生
涯
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

２
、２
８
４

合
宿
通
学
事
業
委
託
料

１
、０
５
０

新

第
21
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

８
７
０

協
働
の
学
び
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
委
託
料

４
、０
０
０

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

９
、２
０
５

50
文
化
の
祭
典
委
託
料

３
０
０

50
新
わ
ら
び
甚
句
の
作
成

５
０

（
仮
称
）　

駅
前
文
化
ホ
ー
ル
整
備
工
事

４
０
、９
０
０

50
成
年
の
主
張

７
６
６

わ
ら
び
郷
土
か
る
た
改
訂
版

１
、０
５
０

50
わ
ら
び
子
ど
も
宣
言
制
定
委
託
料

３
５
０

拡

公
民
館
講
座
の
充
実

２
、９
７
０

50
ま
ち
か
ど
風
景
展

４
１

公
民
館
改
修
工
事

１
４
、４
５
０

新
旭
町
公
民
館
整
備
工
事

１
６
、６
０
０

図
書
館
改
修
工
事

９
５
０

50
歴
史
民
俗
資
料
館「
あ
の
こ
ろ
の
蕨
」展

２
、５
４
８

歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展
等
展
示
製
作
委
託
料

３
、６
２
３

施
設
使
用
料
等
（
民
間
温
水
プ
ー
ル
）

２
、５
７
３

市
民
体
育
館
指
定
管
理
料

４
３
、４
０
０

プ
ー
ル
指
定
管
理
料

１
１
、０
０
２

プ
ー
ル
改
修
工
事

７
、８
０
０

50
ふ
る
さ
と
発
見
・
探
検
給
食（
ワ
ラ
ビ
ー
パ
ン
）

８
８
２

学
校
給
食
調
理
等
業
務
委
託
料

８
６
、６
７
８

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

１
４
、６
０
０

市長タウンミーティング
～市長と語る会～

開催！

開催日時・場所
　１１日（土） 午前10時半～12時　中央公民館
　１１日（土） 午後２時～３時半　西公民館
　１８日（土） 午後２時～３時半　南公民館
　１８日（土） 午後７時～８時半　東公民館
　１９日（日） 午後２時～３時半　北町公民館
※タウンミーティングでは、各会場に託児（無料）をご用意し

ています。利用を希望されるかたは、開催日の７日前まで
に政策企画室（☎433・7698）へ

テーマは 「平成21年度の施策・予算について」
蕨市の取り組みについてお話しします！

どなたでも自由に参加できますので、ふるってご参加ください

■調理技術審査・技能検定試験／すし・中国・給食用特殊料理 試験＝7月25日から 受付＝6日～5月8日 封筒に｢技術審査・技能検定試験受験申→

住民参加で設計する面積2769.29㎡の錦町７号公園

５　
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

　高齢者が多い蕨市は、ま
ちのバリアフリー化が重要
です。また、行政の力が個
人に届きにくい災害時など
では、独り暮らしの老人世
帯などを地域で助け合える
しくみも必要と思います。

高齢者の生活を守って

錦町３丁目

末
すえ

富
とみ

 美
み

雪
ゆき

さん

　空き店舗は若者から高齢
者まで、人気のフリーマー
ケット会場などにし、人が
集まり、世代間交流もはぐく
まれる場としてもよいので
は。そこから新たな商売が生
まれるかもしれませんね。

交流深め元気な商店街
　行政用語が難しく感じる
からか、市が今どんな事業
に力を入れているのかあま
り分かりません。高校生の
目線で情報を公開してもら
えれば、行政に興味を持ち、
参加してみたくなるかも。

分かりやすく情報公開

中央３丁目

立
たち

花
ばな

 友
ゆう

佑
すけ

さん
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■県立職業能力開発センターＯＡ実践科入校生募集／20人 選考＝5月21日 入校＝6月8日　23日～5月14日までに同センター（☎048・651・3122）

市制50周年をお祝いする
多彩な記念事業

　４月１日で蕨市は市制施行50周年を迎え、いよいよ記念事
業がスタートします。今月の特集は、この春に開催されるイ
ベントの紹介や、これからの主な催しについてご紹介します。

特 集
市制施行
50周年

　

昨
年
、
全
国
か
ら
応
募
の
あ

っ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
定
し
ま
し

た
。
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
１

０
１
１
件
の
中
か
ら
審
査
委
員

会
や
市
民
投
票
を
経
て
、
兵
庫

県
宍し

粟そ
う

市
の
小こ

柴し
ば

雅ま
さ

樹き

さ
ん
の

作
品
に
決
定
。
蕨
の
頭
文
字
、

「
わ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
マ

ー
ク
は
、
市
民
の
交
流
や
、
市

の
発
展
・
飛
躍
な
ど
が
表
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
北

海
道
江え

別べ
つ

市
の
飯い

い

野の

清き
よ

視み

さ
ん

の
作
品
が
選
ば
れ
、
審
査
委
員

会
で
一
部
補
作
を
し
、「
歩
み

つ
づ
け
て
50
年 

蕨
に
笑
顔 

輝

く
未
来
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
市
が
手
を
取
り
合
い
、
明
日

に
向
か
っ
て
歩
む
に
ふ
さ
わ
し

い
作
品
で
す
。

　

10
日
～
５
月
10
日　

中
央
公

民
館
１
階
正
面
ロ
ビ
ー（
一
部
）

と
中
ロ
ビ
ー

　
内
容
＝
ま
ち
の
情
景
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
作
品
を
展
示
。

　

絵
画
や
ペ
ン
画
、
写
真
、
約

１
０
０
点
を
市
内
を
走
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ぷ
ら
っ
と
わ

ら
び
」
の
３
つ
の
ル
ー
ト
に
沿

っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

蕨
の
風
景
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

キャッチフレーズとシンボルマーク決定

　

29
日
の
「
苗
木
市
」
開
催
に

合
わ
せ
て
、
楽
し
さ
満
載
の
イ

ベ
ン
ト
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
と「
藤
ま
つ
り
」を
開
催
。

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

／
午
前
10
時
半
～
午
後
４
時

中
山
道
沿
い
市
役
所
第
二
駐
車

場
前

　
内
容
＝
50
周
年
セ
レ
モ
ニ
ー

の
ほ
か
、
江え

戸ど

太お
お

神か
ぐ
ら楽

や
お
は

や
し
の
披
露
、
着
ぐ
る
み
バ
ン

ド
演
奏
（
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー「
ワ
ラ
ビ
ー
」も
参

加
）、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
50
周

年
記
念
グ
ッ
ズ
抽
選
会
な
ど
。

●
藤
ま
つ
り
／
午
後
１
時
～
４

時　

三
学
院

　
内
容
＝
樹
齢
１
０
０
年
以
上

と
推
定
さ
れ
る
市
の
天
然
記
念

物
、フ
ジ
が
公
開
さ
れ
る
ほ
か
、

野
点
や
子
ど
も
た
ち
の
み
ご
と

な「
藤
の
舞
」が
楽
し
め
ま
す
。

オープニングセレモニーと藤まつり開催

オープニングギャラリーまちかど風景展

①丸（緑色）は蕨
市を、②の輪（赤
色）は、市民の交
流、触れ合い、
まちづくりを、
翼に見立てた③

（水色）は、蕨市
の発展・飛躍を
表しています。

キャッチフレーズ
歩みつづけて50年
　　　　蕨に笑顔 輝く未来

①

②

③

歩みつづけて50年 蕨に笑顔 輝く未来

シンボルマーク
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４
月
１
日
、
蕨
市
は
市
制

施
行
50
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
日
を

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
喜

び
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

蕨
は
江
戸
時
代
に
は
中
山

道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、

明
治
22
年
、
今
か
ら
１
２
０

年
前
に
塚
越
村
と
合
併
し
て

蕨
町
と
な
り
、
現
在
の
市
域

と
な
り
ま
し
た
。

　

先
の
戦
争
で
は
空
襲
に
よ

る
被
害
も
受
け
ま
し
た
が
、

そ
う
し
た
戦
禍
を
乗
り
越

え
、
終
戦
翌
年
に
は
全
国
に

先
駆
け
て
成
年
式
を
行
い
、

昭
和
34
年
４
月
１
日
、
埼
玉

県
で
23
番
目
に
市
制
を
施
行

し
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
条
例
の
制
定
を

は
じ
め
、
行
政
と
市
民
が
一

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
先
人
た
ち
が
築
き

上
げ
て
き
た
蕨
が
、
５
年
前

の
合
併
問
題
な
ど
幾
多
の
試

練
を
経
て
、
日
本
一
小
さ
な

市
と
し
て
50
周
年
を
迎
え
た

こ
と
は
、
た
い
へ
ん
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

参
加
が
カ
ギ
と
言
わ
れ
る
地

方
分
権
時
代
の
今
日
、
蕨
の

よ
う
な
小
さ
な
市
の
出
番
で

す
。
私
は
50
周
年
を
機
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
を

更
に
深
め
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
蕨
こ
こ
に
あ
り
、
と
全

国
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
決
意
で
す
。

市長　賴 髙 英 雄

蕨市市制施行
50周年に当たって

19

市民と市長
の 面 会 日
　毎月第１
木曜日、今
月は２日、
５月は７日
　午後１時
～５時　ご
希望のかた
は、秘書広
報課（☎433・
7701）へ。

■県看護協会第7支部看護デー／5月10日 正午～午後3時半 そごう川口店 脱メタボ・健康で長生きしましょう 詳細＝同協会・梅津（☎253・1551）

　

開
催
は
５
月
27
日
で
す
。

　
内
容
＝
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動

な
ど
、
体
を
動
か
し
た
人
の

参
加
率
を
自
治
体
間
で
競
う

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
買
い
物
や

通
勤
、
通
学
で
歩
い
た
り
、

自
転
車
に
乗
っ
た
り
す
る
こ

と
も
運
動
に
含
ま
れ
ま
す
の

で
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
ま
す
。

　

蕨
市
が
、
今
回
対
戦
す
る

相
手
は
、市
域
面
積
25
・
39
平

方
㌔
㍍
、
人
口
約
７
万
５
０

０
０
人
の
大
阪
府
柏か

し

原わ
ら

市
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
、「
健

康
へ
の
意
識
」
と
「
ま
ち
へ

の
愛
着
」
が
、
ど
れ
だ
け
多

い
か
が
焦
点
と
な
る
こ
の
催

し
で
す（
詳
し
く
は
、
今
月

の
折
り
込
み
ち
ら
し
で
内
容

を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
）。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
間
で
既

に
話
題
と
な
っ
て
い
る
「
開

運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
の

公
開
録
画
。
市
に
は
、
早
く

も
た
く
さ
ん
の
か
た
か
ら

「
仏
像
や
絵
画
な
ど
が
あ
り

ま
す
」
と
い
っ
た
う
れ
し
い

お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

開
催
は
９
月
23
日
で
す
が
、

１
０
０
人
以
上
か
ら
鑑
定
希

望
の
お
宝
が
集
ま
ら
な
い
と

中
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
第
44
回
早
朝
野
球
大
会
開

幕
／
５
日（
日
）　

富
士
見
野

球
場
ほ
か　

10
月
ご
ろ
ま
で

リ
ー
グ
戦
を
開
催　

主
催
＝

蕨
市
早
朝
野
球
連
盟

●
市
長
杯
﹁
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
﹂／
12
日（
日
） 

雨

天
の
場
合
は
19
日
に
延
期　

南
小
学
校　

午
前
8
時
開
会

主
催
＝
蕨
市
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
協
会

●
第
35
回
民
謡
ま
つ
り
／
12

日（
日
）　

午
前
11
時　

市
民

会
館　

自
由
席
２
０
０
０
円

ほ
か　

一
部
お
年
寄
り
を
招

待
。
主
催
＝
村
松
京
極
会

●
第
25
回
蕨
ユ
ニ
ー
ク
ダ
ン

ス
の
集
い
／
26
日（
日
）　

午

後
１
時　

市
民
体
育
館
小
体

育
室
ほ
か　

主
催
＝
蕨
ユ
ニ

ー
ク
ダ
ン
ス
友
の
会

　

ま
ち
を
挙
げ
て
50
周
年
を
盛
り
上

げ
、
全
国
へ
積
極
的
に
蕨
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
こ
う
と
、
今
年
度
は
、
年
間
を
通
じ

て
の
記
念
事
業
が
め
じ
ろ
押
し
と
な
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
今
月
の
﹃
広

報
蕨
﹄
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
50
周
年
の
お
祝
い
に
、
上
段

に
掲
載
し
て
あ
る
よ
う
な
市
民
団
体
の

皆
さ
ん
が
行
う
冠
（
50
周
年
記
念
の
名

称
を
付
け
る
）
事
業
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
対
象
は
、
４
月
か
ら
来
年
３

月
ま
で
に
行
わ
れ
る
事
業
で
す
。
冠
事

業
を
行
う
団
体
に
つ
い
て
は
、
毎
月
の

﹃
広
報
蕨
﹄
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
記
念
事
業
を
楽
し
み
な
が

ら
、市
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
触
れ
合
い
、

よ
り
い
っ
そ
う
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
契

機
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
で
、
い
っ
し
ょ
に
50
周
年
を

お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

50周年を祝って行う市民団体の催し（４月）

開運！なんでも鑑定団公開録画に参加を

わらびチャレンジデー2009に登録を

VS

　

お
宝
募

集
は
来
月

か
ら
。
ぜ

ひ
、
多
く

の
か
た
の

応
募
を
お

待
ち
し
て

い
ま
す
。

蕨市のマスコット
キャラクター
「ワラビー」

大阪府柏原市の
イメージキャラクター
「グレーピーちゃん」
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掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
募
集
し
て
い
ま
す
〕

▼
中
央
地
区
50
周
年
事
業
実
行
委

員
（
特
に
市
内
在
住
の
外
国
人
の

か
た
）　

10
月
24
日
に「
ハ
ロ
ウ
ィ

ン　

ワ
ー
ル
ド　
in　
Ｗ
ａ
ｒ
ａ
ｂ

ｉ
」
開
催
予
定　

第
１
回
実
行
委

員
会
＝
17
日　

午
後
７
時　

中
央

公
民
館居

山
岡
・
緯
090
・
７
２
２

７
・
０
３
３
６巨

▼
保
育
グ
ル
ー
プ
ふ
う
せ
ん
登
録

会　

16
日　

午
前
10
時
半　

中
央

公
民
館　

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ

か　

対
象
＝
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
講

座
受
講
者
か
幼
稚
園
教
諭
や
保
育

士
の
資
格
を
持
つ
人
、
興
味
の
あ

る
人居

園
川
・
緯
080
・
３
４
２
１
・

６
２
８
２巨

〔
差
し
上
げ
ま
す
〕

▼
電
子
オ
ル
ガ
ン（
ヤ
マ
ハ
製
）　

30
㌢
×
１
２
０
㌢　

10
年
前
購
入

取
り
に
来
て
く
れ
る
人居

中
村
・

緯
090
・
１
０
３
６
・
５
６
４
９巨

〔
譲
っ
て
く
だ
さ
い
・
無
料
〕

▼
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー　

規

格
・
使
用
頻
度
不
問　
取
り
に
伺
い

ま
す居

小
野
・
緯
443
・
３
８
４
８巨

〔
見
に
来
ま
せ
ん
か
〕

▼
善
意
で
集
め
ら
れ
た
こ
い
の
ぼ

り
を
今
月
か
ら
飾
り
ま
す　

北
町

４－

８－

６　

蕨
ハ
イ
デ
ン
ス居

宮

﨑
・
緯
444
・
１
７
５
２巨

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
西
吟
友
会
（
岳
精
流
詩
吟
）　

木
曜
日　

午
前
10
時　

西
公
民
館

月
４
回　
月
１
５
０
０
円居

小
宮
・

緯
443
・
９
５
０
９巨

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

括

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
状
況
に

対
応
す
る
た
め
、
市
で
は
総

合
振
興
計
画
の
内
、
施
策
の

具
体
的
な
内
容
を
定
め
て
い

る
「
基
本
計
画
」
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。

　

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

市
内
の
有
識
者
や
公
募
委
員

か
ら
な
る
市
民
懇
談
会
を
設

け
た
ほ
か
、
市
長
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
や
各
種

団
体
で
活
動
さ
れ
て
い
る
人

か
ら
直
接
意
見
を
伺
う
な
ど
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
て
更
に
幅
広
く
ご
意
見

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

見
直
し
の
主
な
点
は
、
下

表
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
や

行
政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
反

映
し
た
部
分
と
し
て
、
例
え

リポート　そこが知りたい

〈64〉

　
「
蕨
市
総
合
振
興
計
画
」

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
長
期
的

な
展
望
を
示
し
た
市
の
最
も

重
要
な
計
画
で
、
市
政
の
す

べ
て
の
分
野
の
指
針
と
な
る

も
の
で
す
。

　

平
成
16
年
の
計
画
策
定
か

ら
こ
れ
ま
で
計
画
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
人

口
減
少
・
超
高
齢
社
会
の
到

来
や
経
済
の
悪
化
な
ど
、
市

を
と
り
ま
く
社
会
経
済
情
勢

危
機
管
理
体
制
の
整
備
を
新

た
に
盛
り
込
ん
だ
ほ
か
、
法

改
正
に
対
応
し
た
新
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
策

定
な
ど
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
中
央
第
一
土
地

区
画
整
理
事
業
、
蕨
駅
西
口

市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い

て
は
、
見
直
し
や
再
検
討
を

踏
ま
え
た
事
業
実
施
を
図
る

と
い
う
内
容
に
あ
ら
た
め
る

な
ど
、
将
来
的
な
市
政
運
営

を
考
慮
し
た
見
直
し
も
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
ち
の
将
来
像
「
歓よ

ろ
こ

び
あ

ふ
れ
る
交ふ

れ

流あ
い

の
ま
ち　

わ
ら

び
」の
実
現
に
向
け
、市
で
は
、

今
後
５
年
間
、
新
た
な
計
画

の
下
、
本
市
を
と
り
ま
く
環

境
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し

な
が
ら
、
だ
れ
も
が
住
み
続

け
た
い
と
思
う
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、
見
直
し
た
蕨
市
総

合
振
興
計
画
基
本
計
画
に
つ

い
て
は
、
今
月
中
旬
か
ら
公

民
館
や
市
役
所
市
民
活
動
推

進
室
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

御
覧
に
な
れ
ま
す
。

市
民
の
声
た
い
せ
つ
に

き
め
細
か
な
見
直
し
へ

総
合
振
興
計
画
基
本
計
画
を
見
直
し

ば
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を

整
備
し
、
子
育
て
し
た
い
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
、
子
育
て
の
総
合

支
援
窓
口
の
整
備
な
ど
、
子

育
て
支
援
の
更
な
る
充
実
に

つ
い
て
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
保
護
法
の
施

行
を
は
じ
め
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、

　

10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
を
示
す
指
針「
第
４
次
蕨
市
総
合
振
興
計
画
」が
、
平
成
16
年
の
策
定
か

ら
５
年
の
折
り
返
し
に
。
市
で
は
変
化
す
る
社
会
環
境
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
施
策
を
総
合
的

に
定
め
る
基
本
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。今
月
は
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
リ
ポ
ー
ト
で
す
。

だれもが愛するまちに

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に

分野別計画の主な変更点
１．大切ないのちを支えるために（福祉・保健・医療）
　・子育ての総合支援窓口の整備など子育て支援の
充実　　　　　　　　　　　　　【強化・拡充】

　・市立病院の充実と経営の健全化　【強化・拡充】

２．豊かな人間性を育むために（教育・文化）
　・小学校少人数学級の実施　　　　　　　【追加】
　・情報モラル教育の充実　　　　　　　　【追加】
　・学校施設の耐震化の推進　　　　【強化・拡充】
　・適正規模、適正配置に配慮した学校の統廃合の
検討　　　　　　　　　　　　　　　　【追加】

３．質の高い暮らしの基盤を築くために（都市基盤）
　・｢中央第一土地区画整理事業｣｢蕨駅西口市街地
再開発事業｣ の見直しや再検討　　　【見直し】

　・駅のバリアフリー化の支援　　　　　　【追加】

４．安全なまちを受け継ぐために（市民生活・環境）
　・国民保護法に基づく体制整備や新型インフルエ
ンザ対策など、危機管理体制の整備　　【追加】

　・防犯計画の策定など、防犯対策の更なる推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　【強化・拡充】

５．新しい価値を創るために（産業）
　・改正中心市街地活性化法に基づく、新たな ｢中
心市街地活性化基本計画｣ の策定　　　【追加】

構想推進のために
　・市民参画・協働の推進　　　　　【強化・拡充】
　・公共施設の維持管理保全及び再整備・再配置の
推進　　　　　　　　　　　　　【強化・拡充】

　・｢合併の検討｣ について項目を削除　　【見直し】
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片品村から雪の贈り物

下蕨で春のコンサート

１年の成長をカードに

スポーツの祭典で交流
　

市
の
体
育
団
体
が
一
堂
に

会
す
る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
が

３
月
８
日
、
市
民
体
育
館
で

開
か
れ
、５
５
０
人
が
参
加
。

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
活
躍
さ

れ
た
か
た
へ
体
育
賞
の
表
彰

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
ラ
ジ
オ

体
操
や
輪
投
げ
な
ど
の
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
も
あ
り
、
更
な
る
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
に
、

交
流
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

朝市「和楽ってわらび」
　
「
地
域
に
に
ぎ
わ
い
を
」と
、

３
月
８
日
、
蕨
中
央
駐
車
場

で
朝
市「
和わ

楽ら

っ
て
わ
ら
び
」

が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
商
工
会
議
所
青
年

部
の
茶
漬
け
「
和わ

楽ら

っ
茶ち

ゃ

っ

て
」
を
は
じ
め
、
商
店
の
ご

協
力
で
肉
や
野
菜
な
ど
の
県

産
品
も
販
売
。
買
い
物
や
お

い
し
い
食
べ
物
を
求
め
る
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

雪
と
接
す
る
機
会
が
少
な

い
蕨
市
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
蕨
市
と
ふ
れ
あ
い
交

流
協
定
を
結
ぶ
、
群
馬
県
片か

た

品し
な

村
の
ス
キ
ー
場
か
ら
、
３

月
10
日
、
さ
つ
き
保
育
園
に

3．5
㌧
の
雪
が
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
園
児
た
ち
94
人
は
、
そ

り
遊
び
や
雪
玉
づ
く
り
な
ど

で
大
は
し
ゃ
ぎ
。
大
自
然
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
喜
び
ま
し
た
。

　

３
月
19
日
、
北
町
児
童
館

で
、
年
間
を
通
じ
て
活
動
し

て
き
た
乳
幼
児
ク
ラ
ブ
の
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
振
り
返

る
「
み
ん
な
大
き
く
な
っ
た

ね
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
手
形
を
取
っ

た
後
、
写
真
や
身
長
・
体
重

な
ど
を
ま
と
め
た
カ
ー
ド
を

作
り
、
こ
れ
か
ら
も
健
や
か

に
育
つ
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。

　

市
民
団
体
「
音
楽
を
広
め

る
会
」の
協
力
の
下
、３
月
15

日
、下
蕨
公
民
館
で「
さ
く
ら

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
出
演
は
地
元
の
声
楽

家
、
田た

中な
か

藍あ
お

生い

さ
ん
と
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
立た

ち

花ば
な

瑠る

理り

さ
ん
。

「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」や「
花
」

な
ど
17
曲
を
披
露
し
、
訪
れ

た
１
１
０
人
は
、
伸
び
の
あ

る
歌
声
に
聞
き
ほ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
リ
ゾ
ー

ト
地
、
バ
リ
島
出
身
の
グ
デ

さ
ん
は
、
結
婚
を
機
に
２
年

前
か
ら
蕨
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
故
郷
で
は
、
ホ
テ
ル
マ

ン
と
し
て
働
い
て
い
た
グ
デ

さ
ん
。社
交
的
な
性
格
か
ら
、

バ
リ
を
訪
れ
る
世
界
各
国
の

人
と
知
り
合
い
に
な
り
、
交

流
は
現
在
も
続
い
て
い
る
そ

う
で
す
。
そ
ん
な
グ
デ
さ
ん

は
、蕨
が
県
内
一
、在
住
外
国

人
の
比
率
が
高
い
こ
と
を
知

り
、「
せ
っ
か
く
同
じ
地
域
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
か
ら
、
お

互
い
を
知
る
き
っ
か
け
と
し

て
、
公
民
館
な
ど
に
外
国
人

も
気
軽
に
集
ま
れ
る
よ
う
な

場
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
」

と
、提
案
し
て
く
れ
ま
し
た
。

この
まちに

暮らして

潤　娜さん　 インドネシア
中央１丁目・26歳

庁内の組織が一部変更に

　これからも市民の皆さんに、より親
しまれる市役所を目指します。

名称の変更 変更内容
１
階
旧：市民課窓口係

↓
新：同課市民年金係

従来の住民票などの証
明書発行業務に加え国
民年金業務を取り扱い

２
階
旧：保険年金課

↓
新：医療保険課

新たに長寿医療係を設
置（国民年金業務は市
民課へ）

旧：安全安心推進課
　　防災防犯担当

↓
新：同課自治安全担当

従来の防災・防犯など
の業務に加えコミュニ
ティや町会活動などの
業務を取り扱い

旧：まちづくり推進課
　　市街地開発室

↓
新：まちづくり推進室
　　建築課

都市計画、市街地開発
業務などをまちづくり
推進室に
建築開発指導、公共施
設業務などは建築課に

イ・グデ・ジャヤ・　　
ヨガ・ウィスタマさん

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ　

木
曜
日　

午
前
10
時　

下
蕨
公
民
館　

月
２

０
０
０
円居

山
岡
・
緯
442
・
４
９
１

６
・
午
後
２
時
ご
ろ
ご
連
絡
を巨

▼
無
為
会（
合
気
道
）　

月
・
木
曜

日　

午
後
７
時　

市
民
体
育
館　

月
１
０
０
０
円居

森
下
・
緯
441
・

１
０
７
２巨

▼
リ
ト
ル
キ
ッ
ズ
（
親
子
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
・
交
流
）　

第
１
・
３
火
曜

日　

午
前
10
時
半　

下
蕨
公
民
館

親
子（
未
就
園
児
）　

月
８
０
０
円

居

稲
川
・
緯
433
・
５
７
５
７巨

▼
ミ
ッ
キ
ー
キ
ッ
ズ（
親
子
体
操
）

水
曜
日　

午
前
11
時　

市
民
体
育

館　
親
子（
未
就
園
児
）　
月
１
５
０

０
円　
随
時
無
料
体
験
可居

大
塚
・

緯
080
・
１
３
６
２
・
８
４
７
４巨

▼
塚
越
剣
友
会
（
剣
道
）　

水
曜

日
＝
午
後
６
時
45
分　

土
曜
日
＝

午
前
８
時
45
分　

東
小
学
校
体
育

館　

月
２
０
０
０
円　

年
長
児
以

上居

町
田
・
緯
441
・
０
５
６
９巨

　

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前

ラ
・
セ
ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０

円居

浦
島
・
緯
224
・
５
９
１
５巨

▼
わ
ら
び
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ

ブ　

第
１
・
３
火
曜
日　

午
前
10

時　

中
央
東
小
学
校
隣
の
加
藤
文

具
店
２
階　

月
２
０
０
０
円　

６

月
２
日
開
講　

パ
ソ
コ
ン
貸
し
出

し
可居

星
野
・
緯
444
・
４
８
３
６巨

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
自
助
活

動　
月
曜
日　
午
後
７
時　
中
央
公

民
館　

お
酒
を
や
め
た
い
人居

Ａ

Ａ
浦
和
・
緯
03
・
５
９
５
７
・
３

５
０
６巨

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

７
日

＝
中
央
公
民
館　

15
日
＝
南
公
民

館　
23
日
＝
旭
町
公
民
館　
午
後
６

時
半居

岡
田
・
緯
441
・
３
１
７
２巨

恰

ま
・
ち
・
の
・
話
・
題　
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→会などにご参加ください　新規入会の人には「緑のミニコバトン」プレゼント　問い合わせ＝（財）さいたま緑のトラスト協会（緯048・824・3661）

定額給付金・子育て応援特別手当
９日から申請書を郵送

名札・表札などを表示して、通知物が確実に届くようご協力を
　市民の皆さんへの生活支援と地域の
経済対策を目的とした、定額給付金が
受給できます。また、多子世帯の子育て
負担に配慮して、幼児教育期の第２子
以降の子どもは、子育て応援特別手当
が受給できます。そこで今月は、これら
の制度の概要についてお知らせします。

●
申
請
期
間
＝
平
成
21
年
４

月
15
日
～
10
月
15
日

●
対
象
＝
平
成
21
年
２
月
１

日
現
在
、次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人　
①
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

②
市
の
外
国
人
登
録
原
票
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人（
不
法
滞

在
者
、短
期
滞
在
者
は
除
く
）

●
申
請
・
受
給
者
＝
右
記
①

は
世
帯
主
、
②
は
本
人

●
給
付
額
＝
給
付
対
象
者
１

人
に
つ
き
１
万
２
０
０
０
円

た
だ
し
、
平
成
21
年
２
月
１

日
現
在
、
65
歳
以
上
の
人
と

18
歳
以
下
の
人
は
２
万
円

●
申
請
方
法
＝
①
郵
送
に
よ

る
申
請
は
提
出
書
類
が
そ
ろ

い
し
だ
い
、
返
信
用
封
筒
で

返
送　

②
窓
口
に
よ
る
申
請

は
15
日
か
ら
定
額
給
付
金
事

務
所（
上
地
図
参
照
）で
受
付

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
平
日
の

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
）

●
給
付
時
期
・
方
法
＝
①
口

座
振
り
込
み
は
27
日
か
ら
順

次　

②
現
金
給
付
の
場
合
は

申
請
書
を
提
出
後
、
交
付
決

定
通
知
書
を
送
付
し
、そ
の
通

知
書
と
引
き
換
え
に
給
付
。給

付
時
期
は
６
月
以
降　

問
い

合
わ
せ
＝
６
日
か
ら
定
額
給

付
金
担
当（
緯
445・３
９
９
１
）

●
申
請
期
間
＝
平
成
21
年
４

月
15
日
～
10
月
15
日

●
対
象
＝
次
の
①
、
②
を
満

た
す
子
ど
も　

①
平
成
14
年

４
月
２
日
～
平
成
17
年
４
月

１
日
生
ま
れ
で
第
２
子
以
降

の
子　

②
平
成
21
年
２
月
１

日
現
在
、
市
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
か
外

国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ

て
い
る
子
（
不
法
滞
在
者
、

短
期
滞
在
者
は
除
く
）
※
第

２
子
の
判
定
は
18
歳
以
下
の

子
ど
も（
平
成
２
年
４
月
２
日

生
ま
れ
以
降
）の
中
か
ら
第
１

子
、
第
２
子
…
と
数
え
ま
す

●
申
請
・
受
給
者
＝
同
居
し

て
い
る
世
帯
主

●
手
当
額
＝
対
象
と
な
る
子

ど
も
１
人
に
つ
き
３
万
６
０

０
０
円

●
申
請
方
法
＝
①
郵
送
に
よ

る
申
請
は
提
出
書
類
が
そ
ろ

い
し
だ
い
、返
信
用
封
筒
で
返

送　

②
窓
口
に
よ
る
申
請
は

15
日
か
ら
児
童
福
祉
課
で
受

付（
土
日
・
祝
日
を
除
く
平
日

の
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
）

●
給
付
時
期
・
方
法
＝
口
座

振
り
込
み
で
27
日
か
ら
順
次

※
窓
口
で
の
現
金
支
給
は
、

原
則
的
に
行
い
ま
せ
ん　

問

い
合
わ
せ
＝
児
童
福
祉
課（
緯

433
・
７
７
５
７
）

　　

市
で
は
、
だ
れ
も
が
住
み

続
け
た
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て「
ふ
る
さ
と
わ

ら
び
」応
援
寄
附
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
＝

庶
務
課
（
緯
433
・
７
７
０
５
）

　

ま
た
、市
内
の
消
費
拡
大
と

活
性
化
の
た
め
、購
入
金
額
の

１
割
を
プ
レ
ミ
ア
ム（
割
り
増

し
券
）と
し
て
発
行
す
る
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
が
蕨

市
商
店
街
連
合
会
で
発
売
さ

れ
ま
す（
詳
細
は
決
ま
り
し
だ

い
、本
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
）。
問
い
合
わ
せ
＝
商

工
生
活
室（
緯
433・７
７
５
０
）

銀行

コンビニ
コンビニエンスストア

レンタル
ビデオ店
レンタル
ビデオ店

西口
ロータリー

コンビニエンスストア

駅西口再開発
工事現場

蕨駅

定額給付金事務所

定
額
給
付
金

子
育
て
応
援
特
別
手
当

ま
ち
づ
く
り
に
協
力
を

定額給付金の給付を装った「振り込め詐欺」
や「個人情報の問い合わせ」にご注意を！
　以下のようなことは絶対にありません

⃝市や総務省などがＡＴＭ（現金自動預払機）の操作を
お願いすること
⃝ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んで
もらうこと
⃝市や総務省などが給付のために手数料などの振り込み
を求めること
⃝給付の申請書を送付する前に市や総務省が世帯構成や
銀行口座の番号などの個人情報を照会すること

【定額給付金事務所の案内図】

定額給付金・子育て応援特別手当　給付例

Ａさんへの定額給付金＝10万4,000円（お父さん､お母さんは1人につき
1万2,000円、子どもたちは1人につき2万円）

Ｂさんへの定額給付金＝12万4,000円（お父さん､お母さんは1人につき
1万2,000円 おじいさんとおばあさん､子どもたちは1人につき2万円）
Ｂさんへの子育て応援特別手当＝３万6,000円（2人目の子どもが3万6,000円）

Ａさんへの子育て応援特別手当＝７万2,000円（2人目の子と3人目の子が1人につき3万6,000円）
Ａさんへの定額給付金・子育て応援特別手当　合計17万6,000円

Ｂさんへの定額給付金・子育て応援特別手当　合計16万円

※年齢は平成21年２月１日現在

お父さん40歳

おじいさん70歳

平成14年４月２日から
平成17年４月１日生まれの子

平成14年４月２日から
平成17年４月１日生まれの子

平成２年４月２日から平成17年４月１日生まれの子

お母さん38歳

おばあさん67歳

お父さん35歳

お母さん32歳

１人目 ２人目

１人目 ２人目

３人目

３人目

４人目

子育て応援特別手当の支給対象となる子

例
❶ 

Ａ
さ
ん
世
帯

例
❷ 

Ｂ
さ
ん
世
帯

世帯主Ａさん

世帯主Ｂさん

子育て応援特別手当の支給対象となる子

！
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赤ちゃん

メモ
（問）保健センター
　　　（緯 431・5590）

■埼玉県トラスト会員募集／優れた自然や貴重な歴史的環境を末永く保全していこうとする緑のトラスト運動推進中　保全活動や自然観察→

　
「
夫
と
私
、２
人
と
も
体
育

教
師
と
い
う
環
境
の
せ
い
か
、

晄
和
は
動
き
回
る
の
が
大
好

き
で
す
。
幼
児
用
の
車
で
飛

び
回
り
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た

り
、床
を
傷
つ
け
た
り
と
、住

ん
で
３
年
足
ら
ず
の
家
は
、

し
っ
か
り
と
成
長
の
跡
を
残

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
晄
和

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

そ
の
後
、
住
民
説
明
会
で
も

論
議
を
重
ね
て
作
成
し
ま
し

た
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ
や

す
い
場
所
な
ど
、
地
域
の
情

報
を
盛
り
込
み
、
実
感
を
持

っ
て
把
握
し
て
い
た
だ
け
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
今
月
号

の
『
広
報
蕨
』
と
い
っ
し
ょ

に
お
届
け
す
る
ほ
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
御
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
震
災
時
の
危

険
性
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

ご
家
庭
や
地
域
の
皆
さ
ん
で

　

地
震
災
害
時
に

危
険
と
思
わ
れ
る

箇
所
を
示
し
た
災

害
予
測
地
図
「
地

震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
「
地
域

の
危
険
度
」、「
揺

れ
や
す
さ
」、「
液

状
化
」
の
３
種
類

の
地
図
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
市

内
全
５
地
区
で
ワ

避
難
先
や
避
難
ル
ー
ト
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

に
上
限
５
万
円
、
耐
震
改
修

工
事
に
上
限
30
万
円
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
マ
ッ
プ
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
＝
安
全
安
心
推
進
課（
緯
433
・

７
７
５
５
）

　
耐
震
診
断
・
改
修
の
補
助
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝
建
築
課

（
緯
433
・
７
７
１
５
）

で
す
が
、
ま
だ
２
歳
に
な
ら

な
い
年
齢
で
、
野
球
部
の
監

督
で
も
あ
る
夫
と
、
毎
日
の

よ
う
に
ボ
ー
ル
遊
び
を
し
た

り
、
野
球
観
戦
に
行
っ
た
り

も
し
て
い
ま
す
。
夫
の
思
い

は
『
プ
ロ
野
球
選
手
に
…
』

な
の
で
す
か
ね
」
と
笑
顔
で

話
す
、
母
親
の
悦
子
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－446－

捌
新
生
児
・
産
婦
訪
問
指
導

　

対
象
＝
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
て
か

ら
４
か
月
児
健
診
の
前
月
ま
で
（
第

２
子
以
降
の
お
子
さ
ん
も
可
）。

※
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
た
ら
出
生
連

絡
票
（
母
子
健
康
手
帳
の
最
後
の
ペ

ー
ジ
に
付
い
て
い
る
は
が
き
）
を
お

送
り
く
だ
さ
い
。

※
出
生
届
提
出
後
に
、
地
区
の
担
当

訪
問
指
導
員
が
訪
問
日
程
の
調
整
な

ど
の
連
絡
を
し
ま
す
。

捌
離
乳
食
講
習
会

捌
プ
レ
マ
マ
講
座
～
妊
娠
中
の
マ
マ

た
ち
へ
／
16
日（
木
）　

午
後
１
時
半

産
婦
人
科
医
師
に
よ
る
妊
娠
・
出
産

に
つ
い
て
の
お
話
、
先
輩
マ
マ
と
の

交
流
会　

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

捌
両
親
学
級

　

３
回
目
は
土
曜
日
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
、お
父
さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

費
用
＝
４
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）　

持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

捌
乳
幼
児
健
康
診
査
・
相
談

　

対
象
の
お
子
さ
ん
に
は
個
人
通
知

し
て
い
ま
す
。
持
ち
物
＝
母
子
健
康

手
帳
、
問
診
票　

※
対
象
月
に
受
け

ら
れ
な
い
と
き
は
翌
月
で
も
受
け
ら

れ
ま
す
。

内　容
保
健
師
、
助
産
師
に
よ
る

・
赤
ち
ゃ
ん
の
身
体
計
測

・
発
育
や
育
児
に
つ
い
て
の
相
談

・
お
母
さ
ん
の
産
後
の
相
談

と　き 対　象 内　容
４月
17日（金）
23日（木）

平成20年12月
生まれの第１
子の保護者

離乳食の上手
な進め方と作
り方
試食

５月
19日（火）
28日（木）

平成21年１月
生まれの第１
子の保護者

時間＝午前９時45分～11時45分　ところ・
申し込み＝保健センター　託児＝先着10
人　持ち物＝母子健康手帳、筆記用具、
赤ちゃんを連れて来る人はバスタオル、
ビニール袋（おむつ持ち帰り用）

回
とき

内　容
４月 ５月

１ ６日
（月）

11日
（月）

妊婦歯科健
診・保健

２ 13日
（月）

18日
（月）

食生活・赤ち
ゃんの育て方

３ 18日
（土）

23日
（土）

お産の経過・
沐浴実習

時間はいずれも
午後１時半～４時

と　き 対象児 受付時間・ところ
４ か 月 児
健 診

４月８日（水）・９日（木） 平成20年11月生まれ

午後１時～１時45分
保健センター

５月20日（水）・21日（木） 平成20年12月生まれ
１歳６か月児
健 診

４月21日（火）・22日（水） 平成19年９月生まれ
５月26日（火）・27日（水） 平成19年10月生まれ

３ 歳 児
健 診

４月10日（金）・17日（金） 平成18年３月生まれ
５月８日（金）・22日（金） 平成18年４月生まれ

４歳６か月児
健 診

４月14日（火）　　　　　 平成16年９月生まれ 午後１時15分～２時
保健センター５月19日（火）　　　　　 平成16年10月生まれ

１ 歳 児
相 談

４月８日（水）・９日（木） 平成20年３月生まれ 午前10時～10時半
保健センター５月20日（水）・21日（木） 平成20年４月生まれ

　晄
ひろ

　和
と

ちゃん　
（１歳11か月）

岡
おか

田
だ

　秀
ひで

明
あき

さん　
悦
えつ

子
こ

さんの
長男　　　　

　　南町４丁目

出来ました！地震ハザードマップ

優しさの「環境行動」

　

成
人
病
や
ア
ト
ピ
ー
の
人

が
増
え
て
い
る
原
因
の
１
つ

に
食
生
活
の
多
様
化
が
あ
り

ま
す
。
日
本
の
伝
統
食
を
見

直
し
、
健
康
的
な
生
活
を
送

ろ
う
と
、
３
月
24
日
、
中
央

エ
コ
料
理
で
心
身
も
健
康

公
民
館
で
「
手
軽
に
作
れ
る

ほ
っ
と
な
食
卓
」が
開
か
れ
、

子
育
て
中
の
マ
マ
や
主
婦
17

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

埼
玉
自
然
に
学
ぶ
会
の
吉よ

し

村む
ら

由ゆ

紀き

子こ

さ
ん
を
講
師
に
、玄

米
ご
飯
や
だ
し
か
ら
作
る
煮

物
、和
え
物
な
ど
５
品
を
調
理

し
た
ほ
か
、だ
し
殻
は
、い
っ

て
ふ
り
か
け
に
、野
菜
の
切
れ

端
は
細
か
く
刻
ん
で
お
や
き

に
す
る
な
ど
、食
材
を
無
駄
に

し
な
い
方
法
も
学
び
ま
し
た
。

「
使
っ
た
食
器
は
ア
ク
リ
ル
た

わ
し
で
洗
え
ば
じ
ゅ
う
ぶ
ん
。

洗
剤
は
体
に
毒
」
と
、
吉
村

さ
ん
。
体
に
優
し
い
食
生
活

は
環
境
に
も
優
し
い
ん
で
す
。
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わ
ら
び
の
野
鳥
・
虫
・
草　
　

○

働
く
秋
元
優
志
さ
ん（
19
歳
・

錦
町
５
丁
目
）
は
、
勤
務
を

終
え
る
と
毎
日
、
こ
こ
に
通

っ
て
い
ま
す
。
通
い
始
め
て

10
年
。
店
員
さ
ん
と
も
す
っ

か
り
顔
な
じ
み
で
す
。

　

幼
い
こ
ろ
は
内
気
で
、
運

動
が
苦
手
だ
っ
た
秋
元
さ
ん
。

唯
一
、興
味
を
持
っ
た
ス
ポ
ー

ツ
が
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
し
た
。

両
親
も
、「
１
つ
で
も
夢
中
に

な
れ
る
も
の
が
あ
る
な
ら
」

と
、
９
歳
の
と
き
に
マ
イ
ボ

ー
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。以
来
、

父
・
一か

ず

美み

さ
ん
と
二
人
三
脚

で
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

娯
楽
と
し
て
人
気
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
で
す
が
、
競
技
で
は

通
常
６
～
12
ゲ
ー
ム
を
行
い
、

総
得
点
を
競
い
ま
す
。
技
術

は
も
ち
ろ
ん
、
１
つ
の
ミ
ス

が
勝
敗
を
分
け
る
極
度
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
の
な
か
、高
い
集

中
力
を
保
ち
続
け
る
の
は
並

た
い
て
い
の
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。ま
た
、レ
ー
ン
に
よ

っ
て
ボ
ー
ル
の
曲
が
り
が
左

右
さ
れ
る
な
ど
、
と
て
も
繊

細
で
タ
フ
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
全
日

本
新
人
ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権
。

ラ
イ
バ
ル
た
ち
が
曲
が
り
の

不
安
定
な
レ
ー
ン
に
苦
し
む

な
か
、
秋
元
さ
ん
は
い
ち
早

く
そ
の
特
徴
を
つ
か
み
、
安

定
し
た
投
球
を
披
露
。
12
ゲ

ー
ム
で
２
４
３
３
、
ア
ベ
レ

ー
ジ
２
０
２
の
ス
コ
ア
で
、

み
ご
と
４
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
「
今
年
の
目
標
は
、全
国
の

巧
者
が
集
う
国
体
に
出
場
す

る
こ
と
」と
、語
る
秋
元
さ
ん
。

ま
ず
は
今
月
か
ら
始
ま
る
県

予
選
の
突
破
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、
練
習

し
た
分
だ
け
う
ま
く
な
る
ス

ポ
ー
ツ
。
将
来
は
プ
ロ
よ
り

も
う
ま
い
ア
マ
チ
ュ
ア
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」。

　

高
み
を
見
据
え
、
秋
元
さ

ん
は
今
日
も
投
げ
込
み
ま
す
。

輝いていま  ひと
全日本新人ボウリング選手権４位　

広
報
蕨　

六
八
九
号　

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

286

目
指
す
は
一
流
の
ア
マ
チ
ュ
ア

秋
あき

元
もと

 優
ゆう

志
じ

  さん

止
柵
も
ス
チ
ー
ル
製

に
替
え
る
な
ど
、
更

に
安
心
の
遊
び
場
に
。

　

ま
た
、
園
内
に
は

桜
や
ケ
ヤ
キ
、
イ
チ

ョ
ウ
な
ど
の
木
々
が

四
季
の
彩
り
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
が
、
地

域
の
要
望
で
、
東
側

の
一
角
に
フ
ジ
棚

（
8.5
㍍
×
3.5
㍍
）を
新

設
。「
桜
の
次
は
、フ

ジ
」
と
、
楽
し
み
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
の
宮
公

園
へ
は
、ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び

西
ル
ー
ト
31
番
停
留
所
「
中

央
小
学
校
」
が
最
寄
り
。
東

へ
歩
い
て
５
分
で
す
。

切
り
遊
べ
る
よ
う
に
と
、２
基

の
滑
り
台
に
ネ
ッ
ト
渡
り
な

ど
が
付
い
た
複
合
遊
具
を
設

置
。砂
場
を
囲
う
犬
猫
進
入
防

　

福
祉
・
児
童
セ
ン

タ
ー
に
隣
接
し
、
た

く
さ
ん
の
親
子
連
れ

で
に
ぎ
わ
う
中
央
４

丁
目
の
中
の
宮
公
園
。

昭
和
42
年
に
開
園
し
、

老
朽
化
が
目
立
っ
て

き
ま
し
た
が
、
先
月

下
旬
に
大
規
模
な
改

修
工
事
を
終
え
、
新

し
く
な
り
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
外
柵
や

看
板
な
ど
の
老
朽
箇

所
を
き
れ
い
に
し
た

ほ
か
、新
た
に
、小
さ

い
お
子
さ
ん
が
思
い

ぷらっと・わらび・小さな旅
新
し
く
な
っ
た

「
中
の
宮
公
園
」

内
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
。

Ｊ
Ｒ
の
駅
員
と
し
て

市

ノ
ミ
ノ
ツ
ヅ
リ

　

春
ら
し
い
強
い
風
が
市
内

を
吹
き
あ
れ
た
３
月
下
旬
の

あ
る
日
、
中
央
１
丁
目
の
線

路
沿
い
で
、
ノ
ミ
ノ
ツ
ヅ
リ

の
花
を
見
つ
け
ま
し
た
。
日

本
中
に
分
布
す
る
ナ
デ
シ
コ

科
の
植
物
で
す
。名
前
の「
綴

り
」
と
は
、
つ
ぎ
は
ぎ
さ
れ

た
質
素
な
着
物
の
こ
と
。
小

さ
な
葉
を
ノ
ミ
の
衣
服
に
た

と
え
た
も
の
で
す
。
高
さ
は

10
～
25
㌢
で
、
茎
の
先
に
直

径
５
㍉
ほ
ど
の
白
い
５
弁
の

小
さ
な
花
を
付
け
ま
す
。
近

く
に
は
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ

や
オ
ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
春
の
花
が

見
ら
れ
、
競
い
合
う
よ
う
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

さくら保育園の園児たちがお祝いのメッセージ




